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〔DNSラウンドロビン方式の検討〕
E主任は，DC-Dについては，DC-Cと同様に，ルータ，FW，SLB及びWeb
サーバを設置することにした。Webアクセスを処理する能力は，DC-Cが約
70,000セッション／秒，DC-Dが約30,000セッション／秒である。また，
Webアクセスの分散については，DNSラウンドロビンを利用した分散方式を
考えた。次に，E主任が考えた方式を示す。

 ● Webアクセスを処理する能力から，DC-CとDC-Dに対するWebアクセスの
分散割合は7対3とする。

 ● WebサイトのURLのFQDNに対応する IPアドレスを10個準備し，DNS-Pの
レコードに登録する。

 ●仮想サーバの IPアドレスとして，10個の IPアドレスのうちの7個をDC-Cの
SLBに設定し，3個をDC-DのSLBに設定する。

 ● DNS-Sは，DC-Dに置くことにする。

情報システム部内でDNSラウンドロビン方式について議論したところ，次
の指摘を受けた。

 ●①Webサーバの負荷に応じた分散ができない。

設問	� 本文中下線①の理由を，DNSラウンドロビン方式がWebアクセス数を
分散する方式であるという観点から，30字以内で述べよ。

例題解説 

解答　Webサーバの負荷を考慮せずに順番に振り分けるから

DNSラウンドロビンによる負荷分散はあくまで名前解決によって返信するサー
バのIPアドレスを返信する事にあるので、その後のWebサーバの接続状況は考慮
していません。
また、名前解決されたIPアドレスは、参照用DNSサーバに一定時間キャッシュ
情報として残るため、初回以降の一定時間はキャッシュに残ったIPアドレスにのみ
接続を試みる事になります。




